
Case Study

石川コンピュータ・センター（以下、ICC）は、高度化するユーザーのニーズへ応えるため、安全なマルチ
テナント環境を実現する技術として「VMware NSX」を採用した。サービスを運用するにしたがって、シ
ステムの性能を安定的に保つためには、仮想／物理ネットワークの変換処理の高速化が必要なことが判
明。そこで同社は、変換処理をハードウェアで高速化するハードウェアVTEPの導入を検討し、VMware 

NSXとの実績が豊富なジュニパーネットワークスのデータセンタースイッチ「QFX5100」を採用した。

災害対策や事業継続計画に取り組む組織にとって、ITサービスを設置するデータセンターのロケーション
は、悩むべき要素の 1つだ。ICCは、自然災害が少ない北陸・石川県に拠点を設置し、日本の中心という
地理を生かして全国へデータセンター事業を展開するシステムインテグレーターである。

同社は、最新技術を活用した堅牢な白山センターを2012年に新設するとともに、厳しい安全基準をクリ
アする必要のある「LGWAN-ASP事業者」にも登録されており、総合行政ネットワーク（LGWAN）を利
用して安全なサービスを提供できることが認定されている。白山センターでは、強固なインフラとソリュー
ション開発のノウハウを活用した「ICCクラウド」を提供しており、全国の企業に注目されている。

クラウドビジネス本部 クラウド推進部 クラウド企画課 課長の東村善隆氏は、「私たちは、古くは受託計算
事業およびソフトウェア開発事業から始まり、データセンターやクラウドのほか、プロバイダー事業も展開
しており、ユーザーの ITシステムのほとんどを一貫して任せることができる事業者として高く評価されてい
ます。昨今では、クラウド（IaaS）とハウジングを組み合わせる“ハイブリッドサービス”を得意としており、
多くのユーザーに活用していただいています」と述べる

アンダーレイが仮想化環境の性能を決める
クラウドとオンプレミスのハイブリッド環境は、多くの組織で“現実解”として考えられており、課題を解決
するために ICCを頼るユーザーも少なくないそうだ。また昨今は、ユーザー組織の IT環境をクラウドに収
容しつつ、論理ネットワークは分離して安全性を確保する「マルチテナント」へのニーズも高くなっていた。
しかし、こうしたニーズに対応するには、旧来の物理ネットワークでは柔軟性や迅速性に問題があった。

そこで ICCが採った解決策が、ヴイエムウェアのソフトウェア・ネットワーク基盤「VMware NSX」を用い
ることであった。VMware NSXのマイクロセグメンテーション機能を用いることで、各ユーザーのネット
ワークを論理的に分離して安全性を保ち、しかも一元的に管理できるようになる。

ところが、VMware NSXによるサービスの運用を続けるにしたがって、仮想ネットワーク（VXLAN）と物
理ネットワーク（VLAN）を橋渡しする部分が性能上のボトルネックになることがわかってきた。

「物理ネットワークの機能・性能が不足していると、処理をVMware NSX側に依存せざるを得ず、サーバー
へ大きな負荷をかけることになります。特にハイブリッド環境では、クラウドとオンプレミス間の通信量、
例えばVMイメージのバックアップで帯域を消費するケースなどが多く、ネットワークパフォーマンスの劣
化がサービスに大きな影響を与える恐れがありました」と、クラウドビジネス本部 クラウド推進部 クラウド
サービス課 課長の南川浩栄氏は振り返る。

そこで同社は、新しいクラウドインフラのアンダーレイ（物理）ネットワーク基盤として、仮想／物理ネット
ワークの変換処理を高速にオフロード処理する“ハードウェアVTEP”の機能を持つ、ジュニパーネットワー
クスの「QFX5100」を選定した。

「他社製品でも、私たちのニーズを満たすことは可能でしたが、問題はベンダーロックインでした。将来に
わたってユーザーへ最適なインフラを届けるためにも、できるだけ標準技術を利用することが重要です。
その点で、ヴイエムウェアやジュニパーネットワークスの思想が適していたということも、VMware NSX

とQFXを採用した理由の 1つです」（南川氏）
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ワークフローも最適化するネットワークOS 
ICCがQFX5100を選択した背景には、物理環境の運用を任される事業者と
してのメリットもあった。その 1つが、ジュニパーネットワークスのスイッチ製
品群に共通して搭載される「Virtual Chassis」の存在だ。

「データセンターを増床すると、フロアをまたいでシステムが構成されることも
珍しくありません。ジュニパーネットワークスの『Virtual Chassis』機能を用い
れば、センター全体を 1つのネットワークとして管理できるようになり、大幅な
負荷軽減が期待できます」（南川氏）

同社では、QFXに合わせてゲートウェイファイアウォールとして「SRX 1500」
も導入しており、同一のネットワークOSである「JUNOS」で統合的に管理で
きるのもメリットの 1つである。またマルチテナント環境用のサービス化にむ
けて、仮想化されたファイアウォールサービス「vSRX」の試験採用も行った。
このように、運用負荷を肥大化させずに、セキュリティレベルを強化できると
いうのも、ジュニパーネットワークスの JUNOSを選んだ理由であった。

JUNOSは、実運用にも大きな効果を発揮している。運用を担当するクラウド
ビジネス本部 クラウド推進部 クラウドサービス課 西村直人氏は、JUNOSの
運用性を高く評価するエンジニアの一人である。

「JUNOSのコンフィグはコミット・ロールバック方式が採用されており、運用
者にとって非常にありがたい機能です。変更点・差分が見やすく、設定変更の
申請書などにも活用しています。すでに数か月運用していますが、オペレー
ションのトラブルは一切ありません。運用者のためのOSであることがわかり、

JUNOSのファンになる同僚も増えています」（西村氏）

ネットワークコンフィグは、誤るとビジネスそのものに影響を及ぼすこともある
ため、内容のチェックにも時間がかかり、ストレスも大きなものだったという。
負荷なく短時間で作業できるため、納期を守りやすくなったというのが西村氏

の評価だ。ネットワークOSがワークフローを最適化できるという良例と言え
るだろう。

物理環境を任せられるベンダー
ICCにとって、サービス基盤にQFXを採用するのは初めてのことで不安もあっ
たが、それを解消してくれたのがジュニパーネットワークスのスタッフだった。

「わかりやすいデモンストレーションやハンズオントレーニングで、パフォー
マンスや運用面での効果を納得することができました。保守パートナーとの連
携も強く、安心してアンダーレイ（物理）ネットワークを任せることのできるベン
ダーであると感じています。北陸まで足を運んで顔の見えるお付き合いをして
くれたことも信頼につながりました。」（南川氏）

将来的に同社は、仮想化技術をさらに応用し、複数のデータセンター全体を 1

つのものとして負荷なく運用管理できるインフラへと進化させていきたいと考
えている。どこに何があっても、リモートから自由につないで構成できるフラッ
トなネットワークが理想だ。そのための手法として、「Clos IP Fabric」や
「EVPN/VXLAN」、あるいはまだ見ぬ技術を含めて、ジュニパーネットワーク
ス自身の進化も見定めていきたいという。

ユーザーのニーズは、時代に合わせてレベルもスケールもどんどん大きくなっ
ていく。「そうした期待にできるかぎり応えていきたい」というICCのポリシー
を、ジュニパーネットワークスの技術が支えていく。

 （取材：2016年 12月）
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